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特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」 
卓球競技に関する連絡事項 

 

 

１ 競技会場への入場について 

⑴ 競技会場について 

競技は，西原商会アリーナ（鹿児島アリーナ）において行います。 

⑵ 選手団受付について 

・ 選手団受付時間 １０月２８日（土） １２時３０分～１４時００分 

            １０月２９日（日）  ８時００分～ ８時３０分 

・ 選手団受付場所 メインアリーナ５番ゲート前 仮設テント 

・ チームの代表者は，選手団受付において受付を行い，選手は選手控所にて

準備をしてください。 

 

２ ＩＤカードについて 

実施本部控所等の関係者エリアに入ることができるのは，ＩＤカードを身につ

けた方のみとなりますので，常にＩＤカードを携帯してください。 

 

３ ゼッケンについて 

ゼッケンは２枚交付します。１枚は競技用ユニフォームの背面に付け，上着を

着用する場合は，もう１枚を上着の背面にも付けてください。 

ただし，車いすを使用する選手で競技用ユニフォームの背面に付けることがで

きない場合は，車いすの背もたれ部に付けてください。 

 

４ 監督会議について 

⑴ 開催日時 １０月２７日(金) １２時００分～１２時４５分 

⑵ 開催場所 西原商会アリーナ２階「武道場」 

⑶ 質疑応答は原則，事前質問のみに回答します。 

※ Ｐ８に「卓球競技に係るＱ＆Ａ」を掲載していますので，参考にしてく

ださい。 

※ 競技運営上の質問は８月２５日に締め切りました。当日の質問は受け付

けませんのでご了承ください。 

 

５ 公式練習について 

・ 公式練習は１０月２７日（金）に西原商会アリーナ（鹿児島アリーナ）を使

用して行います。 

・ 公式練習の割振コート・時間等については，「公式練習コート割」（一般卓球：

Ｐ14，ＳＴＴ：Ｐ15）を参照ください。 

・ 公式練習の選手団受付は，練習時間ごとに開始４５分前から実施します。 

・ １つのコートに複数の選手団が割り当てられている場合，選手団同士で事前
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に打合せを行ってから練習を開始してください。 

・ 練習球は，選手団で準備してください。 

 

６ 式典について 

 ⑴ 開始式について 

・ １０月２８日（土）１４時から，メインアリーナで実施します。 

・ ＳＴＴ選手は，審判員待機席に着席してください。 

一般卓球競技第１試合目の出場選手は，選手招集所に着席してください。 

それ以外の選手は，５分前までに選手控所（メインアリーナ１階及び２階）

で着席の上，参加をお願いします。 

・ 服装は，原則として競技用服装を着用してください。 

⑵ 表彰式について 

・ 表彰は，競技２日目の試合終了後に表彰所で，随時，ブロックごとに行い

ます。 

・ 各競技のブロックごとに，１位の選手にメダルとビクトリーブーケ，２位

と３位の選手にメダルを授与します。 

・ 入賞者は，表彰案内所（メインアリーナ１階西側回廊）でお待ちください。

競技役員等が誘導しますので，その指示に従ってください。 

・ 服装は，原則として競技用服装を着用してください。 

・ 表彰式の撮影は，選手控所（メインアリーナ１階及び２階）から行ってく

ださい。 

 

７ 競技に係ることについて 

 ⑴ 申請書類について 

   各申請書（競技日当日の「選手棄権届」は除く）の提出先は，次のとおりで

す。 

公式練習グループの 

Ａ，Ｂグループは，公式練習前に，一般卓球またはＳＴＴの競技本部へ 

Ｃ，Ｄグループは，監督会議終了後に，審判長へ 

審判長による確認が必要な選手については，公式練習時に，審判長が選手の

プレーの様子を確認し，許可の判断を下す場合があります。  

 ① 様式１「選手棄権届」 

口頭での棄権はできません。選手が試合に出場することができない場合は，

次の提出先に申請書を提出してください。 

公式練習日 ・・・ ⑴のとおり 

競技日当日 ・・・ 選手団受付に提出 

   なお，招集時刻（試合開始１５分前）に遅れた選手は，棄権と見なします。 

 ② 様式２「ラケット使用許可申請書」 

使用するラケットはＪＴＴＡ公認のものとします。それ以外のラケットを

使用する場合は，申請書を提出し，審判長の許可を得てください。 
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③ 様式３「服装緩和申請書」 

 服装は，ＪＴＴＡ公認のものとします。ただし，身体の障害等により規則

で定められた服装の着用が困難な者は，申請書を提出し，審判長の許可を得

てください。 

④ 様式４「サービス緩和措置申請書」 

 競技規則に定められたサービスをすることができない場合は，申請書を提

出してください。 

⑤ 様式５「介助者同行申請書」 

   参加申込みの際申告された場合以外で，やむを得ない事情によりアドバイ

ザー以外に介助者が必要な場合は，申請書を提出してください。 

⑵ 使用球について 

① 一般卓球の使用球 

ア ニッタク ・・・・・・・ ３スタープレミアムクリーン 

イ ＶＩＣＴＡＳ ・・・・・ ＶＰ４０＋３スター 

ウ バタフライ ・・・・・・ スリースターボールＲ４０＋ 

② ＳＴＴの使用球 

ニッタク ・・・・・・・・ ３スターサウンドボールクリーン 

 ⑶ アドバイザー及び介助者について 

  ・ 競技エリアには，選手，アドバイザー（監督・コーチ等）及び介助者以外

は入場できませんのでご注意ください。 

なお，介助者は，許可を受けた聴覚障害区分選手への通訳を行う者に限り

ます。 

  ・ ベンチに入ることができるのは，各選手団のアドバイザー１名とします。

試合開始前に主審にアドバイザーであることを申し出てください。 

  ・ 競技エリアへの入場の際には，必ず選手団ＩＤカードを首にかけてくださ

い。 

 ・ アドバイザーは，試合中にコートに出入りすることはできません。 

 ・ 介助者は，介助者待機席（競技場内）で待機してください。ただし，聴覚

障害区分選手の介助者が，アドバイザーのアドバイスを選手に通訳する場合

は，必要に応じて介助者が競技エリアに移動してください。（「卓球競技に係

るＱ＆Ａ」№３を参照のこと） 

なお，介助者が選手にアドバイスすることはできませんので，ご注意くだ

さい。 

  ・ 介助者は，選手団受付で「介助ビブス」を受け取り，競技場に入場する際

は必ず着用してください。 

・ 「介助ビブス」は，各競技日の試合終了後，必ず選手招集所に返却してく

ださい。 

⑷ ＳＴＴに係る事項について 

 ① アイマスクについて 

・ アイマスクは，選手招集所で必ず装着してください。 
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・ アイマスクの確認は，選手招集所にて目視で行います。主審の指示に従

ってください。 

・ 確認以降，アイマスクに触れたり外したりする場合は，必ず主審の許可

を得てから行ってください。 

② タイムアウトについて 

・ 選手がタイムアウトを要求する場合は，ラケットと手で「Ｔ」の字をつ

くり「タイムをお願いします。」とコールしてください。 

・  監督がタイムアウトを要求する場合には，ベンチにタイムカードがあ

りますので，カードを提示するとともに「○○選手のタイムアウトをお願

いします。」とコールしてください。 

③ 観覧について 

・ ＳＴＴの観覧は，各コート観客席及び１階モニター観覧席で観覧できま

す。各コート観覧席で観覧を希望される方は，２階案内所「ＳＴＴ観覧券

配布所」で観覧券を受け取ってください。 

・ 観覧券の受取時間は，次のとおりです。 

試合開始1時間前から３０分前まで・・・試合のある選手の選手団のみ

試合開始３０分前から１０分前まで・・・観覧希望者 

・ 観覧券を持った観覧者は，試合開始５分前に１階モニター観覧席前に集

合してください。 

・ 観覧券を持っていない観覧希望者は，１階モニター観覧席で観覧してく

ださい。 

・ 観覧に際しては表示や係員の指示に従ってください。 

⑸ ラケット及び服装の確認は，選手招集所で行います。 

⑹ 使用球の選択所及びラバーの張替所は，選手招集所付近に設置します。 

なお，使用球の選択は，選手招集時に行います。 

 ⑺ 試合終了後，勝者選手は，対戦表にサインを記入してください。 

  ※ 障害により記入が困難な選手については，監督またはコーチが記入してく

ださい。 

 

８ 各諸室・提供サービスについて 

⑴ 選手控所について 

・ 一般卓球選手控所は，メインアリーナ１階及び２階観客席です。メインア

リーナ２階観客席は席数に限りがあるため，選手団ごとに席を指定していま

す。「メインアリーナ２階選手控所割振り」（Ｐ16）をご確認ください。 

・ 各ブロック内の選手団配席図は，公式練習日に選手団受付で配布します。 

・ 車いす選手控所は，メインアリーナ内南側にあります。 

・ ＳＴＴ選手控所は，サブアリーナ内です。 

⑵ 更衣室について  

・ 利用の際は，譲り合って利用してください。 

・ 介助者は，着替えの介助が必要な場合のみ入場してください。 
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・ 新型コロナウイルス感染症拡大を防ぐため，咳エチケット，手指衛生等の

ご協力をお願いします。 

⑶ 救護所について 

・ １階（施設総合受付横）に救護所を設け，医師・看護師を配置します。 

・ 傷病者が発生した場合，救護所において応急処置を行います。 

 ※ 救護所での処置はあくまでも応急処置ですのでご了承ください。 

・ ＡＥＤは施設総合受付横に設置されています。 

⑷ コンディショニングルームについて 

・ １階（施設事務所横）に設置します。 

・ 選手の体をほぐし，競技前後の筋肉の疲労回復を図るため，鍼灸師会及び

鍼灸マッサージ師会の有資格者を配置し，競技日に施術を無料で行います。 

・ 利用対象者は，選手を優先します。 

・ コンディショニングルーム入口の予約簿に必要事項を記入後，予約した時

間に来場し，受付を行ってください。 

  ※ 予約方法は，運営団体によって変更される場合もありますので，ご注

意ください。 

・ コンディショニングルームを利用する場合は，必ず選手団の監督や引率者

に連絡し，選手団での事前把握を必ず行った上での利用をお願いします。 

・ 選手控所でアイシングするための氷は各選手団で調達してください。 

 

 

 

 

 

⑸ 車いす・補装具修理所について 

車いす・補装具修理所をメインアリーナ内西側（選手控所横）に設置しま

す。修理等必要な場合は，ご利用ください。 

空気圧の調整やねじの締め付け等，調整程度のものについては無料です

が，その他修理に要した部品については利用者の負担となります。 

⑹ 車いす・タオルの貸出について 

１階階段付近の「車いす貸出所」で，車いす及び大判タオルの貸出を行いま

す。 

参加申込時に貸出用車いすの利用を希望された方，大判タオルの貸出を希望

される方は，貸出所にて手続きをしてください。なお，貸出用車いすは，屋内

のみ使用可となります。 

また，どちらも競技終了後は必ず返却してください。 

⑺ ドリンクサービス（飲料水の提供）について 

公式練習日及び各競技日に，飲料水（常温ペットボトル１人１本）を２階選

手団控所側回廊に置いておきますので，各選手団で人数分をお取りください。 

 

〇 体調不良，ケガは，「救護所」へ！ 

〇 体の緊張をほぐす，筋肉の疲労回復等は，「コンディショニングルーム」へ！ 

★ 用途に応じた適切な利用をお願いします。 
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 ⑻ おもてなし（ぐりぶー）広場について 

   会場入口付近におもてなし（ぐりぶー）広場を設置し，ふるまい料理の提供

やグッズの販売等を行っています。ぜひお立ち寄りください。 

 

９ 競技記録について 

  １階に記録速報コーナーを設けます。また，インターネットサイトにて，試合

結果の速報を掲載します（インターネットサイト用のＱＲコードを記録速報コー

ナーに掲示します）。 

 

10 情報支援について 

・ 情報保障席（メインアリーナ２階）等会場内に常駐している情報支援ボラン

ティア（手話・筆談）等を通じて，随時，情報を提供します。 

・ 参加申込時に手話通訳等を希望した場合は，審判と選手間等の試合進行上必

要な通訳は主催者が用意する情報支援ボランティアが対応します。ただし，選

手とアドバイザー間の通訳は行いません。 

 

11 昼食弁当の引換等について 

弁当引換所（弁当ガラ回収所）は，１階エレベーター付近に設置しています。 

⑴ スケジュールについて 

・ 弁当引換時間    １０時３０分～１３時（厳守） 

・ 弁当ガラ回収時間         ～１４時 

⑵ 弁当引換について 

・ 弁当申込後，印刷した「弁当引換券」を持参し，弁当引換所にて引換時間

内に受領してください。 

⑶ 弁当ガラ（空容器，食べ残し）回収について 

・ 弁当ガラはすべて弁当引換所で回収します。 

・ 弁当ガラについて以下の点に留意ください。 

【留意事項】  

① 弁当引換所以外のゴミ箱等に廃棄しないでください。 

② 食べ残しを容器と分別する必要はありません。容器に残したままお持ち

ください。 

⑷ 食中毒防止について 

・ 引換後は，消費期限（１４時）に関わらず，速やかにお召し上がりくださ

い。 

・ 弁当の持ち帰りはできません。 

 

12 会場内の飲食について  

 ⑴ メインアリーナ内は，１階での飲食はできません（試合中の水分補給は除

く）。飲食は，原則，次の場所でとるようにしてください。 

一般選手 ・・・・ メインアリーナ２階選手控所 
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車いす選手 ・・・ メインアリーナ１階休息所（西側回廊） 

ＳＴＴ選手 ・・・ サブアリーナＳＴＴ選手控所 

⑵ 選手の熱中症対策（水分補給）については十分ご留意ください。 

特に，試合中の水分補給用のドリンクについては，各選手団で来場前にご用

意ください。キャップ付きのドリンク容器を使用してください。 

⑶ 主催者で用意する氷は，救護所やコンディショニングルームで使用しますの

で，各選手団へお渡しすることはできません。 

 

13 その他 

 ⑴ 貴重品について 

貴重品は各自責任をもって管理してください。会場内での盗難・紛失には

一切の責任を負いません。 

 ⑵ 忘れ物・落し物について 

   忘れ物・落し物等は，実施本部担当で受付，保管します。 

 ⑶ 撮影について 

  ・ 競技の妨げとなるため，フラッシュ撮影は禁止です。 

・ 記念撮影スペースは，２階案内所付近に設けています。（雨天時は，メイ

ンアリーナ２階回廊に設けます。） 

 ⑷ 横断幕等の掲出について 

２階選手控所及び一般観覧席の手すりにひもを通し，競技会場に落下しな

いよう十分に結び，周囲の妨げにならないよう掲出してください。 

   また，横断幕は企業や人物等の広告となるものは設置不可とします。 

なお，枚数は各選手団１枚まで，サイズは縦１メートル×横４メートルまで

とします。  

⑸ 喫煙について 

   喫煙は指定された場所でお願いします。 

 ⑹ その他 

   大会当日は競技会場にテレビ，新聞等の報道機関が来場し，選手の氏名，写

真，映像等が報道されることがあります。また，燃ゆる感動かごしま国体・か

ごしま大会実行委員会事務局のホームページにて競技会の写真を掲載すること

がありますので，あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 
＜問合せ先＞ 

〒890-8577 鹿児島市鴨池新町１０―１ 

燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会事務局 

（鹿児島県国体・全国障害者スポーツ大会局全国障害者スポーツ大会課） 

卓球担当：一村 

 TEL:099-286-2561 FAX:099-286-5553 

 E-mail: syousupo-kyougi@pref.kagoshima.lg.jp 
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0

質
　
問

回
　
答

各
申
請
書
類
は
い
つ
提
出
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

競
技
前
日
の
公
式
練
習
日
に
本
部
に
提
出
く
だ
さ
い
。
状
況
を
確
認
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
練
習
時

間
前
に
提
出
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

競
技
日
に
「
選
手
棄
権
届
」
を
提
出
さ
れ
る
場
合
は
、
選
手
団
受
付
に
提
出
く
だ
さ
い
。

選
手
の
競
技
中
の
マ
ス
ク
着
用
は
自
由
で
し
ょ
う
か
。
着
用
の
場
合
は
白
色
マ
ス
ク
で

も
可
能
で
し
ょ
う
か
。

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
の
プ
レ
ー
は
可
能
で
す
が
、
ボ
ー
ル
の
色
と
重
な
り
審
判
に
影
響
が
あ
る
場
合
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
白
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
以
外
で
着
用
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

使
用
球
の
選
択
、
ラ
ケ
ッ
ト
交
換
、
サ
ー
ビ
ス
、
エ
ン
ド
の
選
択
（
じ
ゃ
ん
け
ん
）

は
、
ど
こ
で
行
い
ま
す
か
。

選
手
招
集
所
で
行
い
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
切
断
等
の
障
害
で
片
手
で
ト
ス
す
る
選
手
に
も
サ
ー
ビ
ス
緩
和

措
置
申
請
書
は
必
要
で
す
か
。

片
手
で
ト
ス
す
る
選
手
で
も
、
規
定
の
サ
ー
ビ
ス
（
真
上
に
1
6
ｃ
ｍ
以
上
の
高
さ
で
投
げ
上
げ
ら
れ

る
）
を
行
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
「
サ
ー
ビ
ス
緩
和
措
置
」
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
色
が
対
戦
相
手
と
同
色
に
な
っ
て
も
問
題
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
同
色
は
許
可
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事
情
判
断
は
審
判
長
が
し
ま
す
。

観
客
席
か
ら
の
写
真
撮
影
や
動
画
撮
影
（
動
画
撮
影
に
至
っ
て
は
ベ
ン
チ
横
に
撮
影
機

材
を
設
置
し
て
撮
影
す
る
場
合
も
含
む
）
は
可
能
か
？

個
人
使
用
に
限
り
許
可
し
ま
す
。

服
装
等
に
つ
い
て
、
体
型
的
な
問
題
で
公
認
マ
ー
ク
の
付
い
た
ウ
エ
ア
サ
イ
ズ
の
準
備

が
難
し
い
場
合
は
、
身
体
の
障
害
等
に
よ
る
服
装
の
緩
和
措
置
と
同
様
の
措
置
は
認
め

ら
れ
る
か
確
認
を
し
た
い
。

服
装
緩
和
措
置
は
状
況
に
応
じ
て
審
判
長
が
判
断
し
ま
す
。

選
手
の
試
合
が
重
な
っ
て
お
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
足
り
ま
せ
ん
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
途
中
で
交
代
す
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

も
し
く
は
試
合
が
終
わ
っ
た
後
、
別
の
コ
ー
ト
（
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
い
な
い
コ
ー
ト
）

に
移
動
し
て
入
る
こ
と
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。

一
般
卓
球
は
可
能
と
し
ま
す
。
競
技
フ
ロ
ア
入
場
の
前
に
、
監
督
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ま
た
は
選
手
か
ら

主
審
に
「
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
途
中
で
席
を
外
す
／
途
中
か
ら
席
に
入
る
」
旨
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

Ｓ
Ｔ
Ｔ
に
つ
い
て
は
試
合
途
中
の
入
退
室
は
認
め
て
い
な
い
た
め
、
途
中
交
代
は
で
き
ま
せ
ん
。

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
、
監
督
コ
ー
チ
で
は
な
く
、
そ
の
時
間
帯
に
試
合
が
な
い
他

の
選
手
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
ベ
ン
チ
に
入
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。

ア
ド
バ
イ
ス
は
他
の
選
手
が
入
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

ベ
ン
チ
コ
ー
チ
と
は
別
に
、
聴
覚
障
害
選
手
の
手
話
通
訳
を
本
県
か
ら
出
し
て
よ
い
で

し
ょ
う
か
。

原
則
、
競
技
中
の
手
話
通
訳
に
つ
い
て
は
、
主
催
者
が
準
備
す
る
「
情
報
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
手

話
）
」
が
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
必
要
に
応
じ
て
各
ゲ
ー
ム
間
の
１
分
間
の
休
憩
や
タ
イ
ム

ア
ウ
ト
の
み
可
と
し
ま
す
。
但
し
、
ゲ
ー
ム
中
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
席
に
は
待
機
出
来
ま
せ
ん
。

卓
球

競
技

に
係

る
Ｑ
＆

Ａ

過
去

の
大

会
で

質
問

が
多
か
っ
た
も
の
や
申

請
書
提

出
の
期

日
な
ど

を
記
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ

さ
い
。
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選
手

団
受

付

エ
レ

ベ
ー
タ

ー

凡
例

受
付

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ト
イ

レ
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ト

イ
レ

（
オ

ス
ト

メ
イ

ト
対

応
）

男
子

ト
イ

レ
女

子
ト

イ
レ

男
女

ト
イ

レ
補

助
犬

ト
イ

レ

弁
当

引
換

所
（

弁
当

ガ
ラ

回
収

所
）

救
護

所

車
い

す
貸

出
所

女
子

更
衣

室
男

子
更

衣
室

車
い

す
用

観
覧

席

一
般

観
覧

席

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

卓
球
競
技

会
場

西
原
商
会

ア
リ
ー

ナ
（

１
階
）

Ｓ
Ｔ
Ｔ

Ｃ
ｺ
ｰﾄ

Ｓ
Ｔ
Ｔ

Ｂ
ｺ
ｰﾄ

Ｓ
Ｔ
Ｔ

Ａ
ｺ
ｰﾄ

Ｓ
Ｔ
Ｔ

モ
ニ
タ
ー

観
覧
席

選
手
控

所

車
い
す
選
手
控

所

車
い

す
・

補
装

具
修

理
所

ス
ロ

ー
プ

コ
ン

デ
ィ

シ
ョ

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

記
録

速
報

コ
ー

ナ
ー

選
手
休
息
所

（
精
神
障
害
者
）

ぐ
り

ぶ
ー
広

場

●

休
憩

所

●

選
手
休
息
所

（
車
い
す
選
手
）

●

選
手

招
集

所

審
判

員
待

機
席

Ｓ
Ｔ

Ｔ
選

手
控

所

Ｓ
Ｔ

Ｔ
選

手
招

集
所

表
彰

所

●
表

彰
案

内
所

タ ク シ ー 乗 降 場

選
手
団
バ
ス
乗
降

所
↓

競
技

エ
リ

ア

競
技

本
部

Ｓ
Ｔ

Ｔ
競

技
本

部
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エ
レ

ベ
ー
タ

ー
案

内
所

情
報

保
障

席

男
女

ト
イ

レ
男

子
ト

イ
レ

女
子

ト
イ

レ
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ト

イ
レ

エ
レ

ベ
ー

タ
ー

車
い

す
用

観
覧

席
一

般
観

覧
席

大
人

用
お

む
つ

交
換

所

ス
ロ

ー
プ

卓
球
競
技

会
場

西
原
商
会

ア
リ
ー

ナ
（

２
階
）

凡
例

Ｓ
Ｔ

Ｔ
観

覧
券

配
布

所

監
督

会
議

会
場

※
２

７
日

の
み

選
手
控

所

選 手 控 所

授
乳

室

●

選
手
控

所

記
念
撮
影
ス
ペ
ー
ス

（
雨
天
時
は
，
２
階
回
廊
に
変
更
）
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特別全国障害者スポーツ大会「燃ゆる感動かごしま大会」 

卓球競技実施要領 

 

１ 競技規則 

令和５年度に適用の全国障害者スポーツ大会競技規則（公益財団法人日本パラスポー

ツ協会制定）によるもののほか，この要領の定めるところによる。 

 

２ 競技方法 

⑴ 競技種目は，一般卓球とサウンドテーブルテニス（以下「ＳＴＴ」という。）とし，

５ゲームズマッチ（１ゲームは１１点）で行う。 

⑵ 試合は，各ブロックのリーグ戦方式で行う。 

⑶ 各ブロックは４名以内とし，原則として同一の障害区分及び年齢区分の選手で構成

する。 

⑷ 出場選手の少ない障害区分及び年齢区分では，別の障害区分及び年齢区分の選手と

併せて同一ブロックを構成することがある。ただし，順位の決定，記録の認定及び表彰

は，それぞれの障害区分及び年齢区分別に行う。 

 

３ 競技用具・競技条件等 

⑴ 一般卓球の競技用具 

ア テーブルの色は，ブルー又はレジュブルーとする。 

イ 使用球は，公益財団法人日本卓球協会公認プラスチック球とし，主催者が用意す

る。 

ウ 競技領域は，長さ８ｍ，幅５ｍ以上とする。 

⑵ ＳＴＴの競技用具・競技条件 

ア テーブルの色は，グリーンとする。 
イ 使用球は，公益財団法人日本パラスポーツ協会公認プラスチック球とし，主催者

が用意する。 

ウ アイマスク又はアイシェードは各自で用意することとする。 

エ 競技領域は，長さ５ｍ，幅４ｍ以上とする。 

   

４ 服装等 

⑴ 競技用服装は，公益財団法人日本卓球協会が公認したマークの付いたものでなけれ

ばならない。身体の障害等により日本卓球ルールで定められた服装の着用が困難な者

は，事前に「服装緩和措置申請書」を審判長に提出し，許可を得ること。 

⑵ 主催者が交付した番号布（ゼッケン）を競技用服装の背部に付けること。 

⑶ 義肢や松葉杖を使用する選手は，特に支障がない限り，接触面にあてがう布やカバ

ー等を用意すること。 

 

５ 選手招集 

⑴ 選手招集時刻は，試合開始１５分前とする。 
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⑵ 選手招集時刻に遅れた選手は，原則として棄権とみなす。 

 

６ サービス規定緩和 

身体の障害等によりサービスの規定の緩和が明らかに必要な場合は，事前に「サービ

ス緩和措置申請書」を審判長に提出し，許可を得ること。 

 

７ 介助者 

⑴ 介助が必要な選手については，申込み時に介助者の入場申請ができる。ただし，介助

者はベンチ（アドバイザー席）に入ることができない。 

⑵ 「介助許可証（ビブス）」の交付を受けた者に限り競技場内に入場することができる。 

⑶ 介助者は，競技者が競技場有利になるような助言等をしてはならない。 

⑷ 競技場内に競技上必要な物以外を持ち込んではならない。 

⑸ 介助者は，競技会場内では，競技役員の指示に従うものとし，注意・警告を受け，聞

き入れない場合は，当該競技者を失格とする。 

 

８ 開始式・表彰式 

 ⑴ 開始式は，競技開始前に競技会場で行う。 

⑵ 表彰式は，競技終了後に競技会場で行う。 

 

９ その他 

⑴ 監督会議は令和５年１０月２７日（金）に行う。なお，時間及び場所については別途

通知する。 

⑵ 競技場内へは，主催者の許可を受けた者以外は立ち入ることができない。 

⑶ 荒天時ほか不測の事態が生じた場合の取扱いは，主催者において別途決定する。 
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競 技 日 程 

 

【公式練習・監督会議】 

令和５年１０月２７日（金） 

開始時刻 終了時刻 日 程 備 考 

 ９：００ １０：３０ Ａグループ公式練習  

１０：３０ １２：００ Ｂグループ公式練習  

１２：００ １２：４５ 監 督 会 議 ２階武道場 

１３：００ １４：３０ Ｃグループ公式練習  

１４：３０ １６：００ Ｄグループ公式練習  

 

【競技１日目】 

令和５年１０月２８日（土） 

開始時刻 終了時刻 日 程 備 考 

１２：３０ １４：００ 受付・昼食 選手は受付後，随時昼食 

１４：００ １４：３０ 開 始 式 
ＳＴＴ選手もメインアリ

ーナで参加 

１４：３０ １７：３０ 競技（一般卓球）  

１４：３０ １７：５０ 競技（ＳＴＴ）  

 

【競技２日目】 

令和５年１０月２９日（日） 

開始時刻 終了時刻 日 程 備 考 

 ８：００  受付 ８：００～８：３０ 

 ９：００ １８：３０ 
競技・表彰 

（一般卓球・ＳＴＴ） 

表彰は，競技終了後，ブロ

ック毎に随時行う 

１８：４０ １９：００ 閉 会 式  
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グ
ル
ー
プ

時
　
　
間

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

A
グ
ル
ー
プ

9
:0

0
～

1
0
:3

0

B
グ
ル
ー
プ

1
0
:3

0
～

1
2
:0

0

C
グ
ル
ー
プ

1
3
:0

0
～

1
4
:3

0

D
グ
ル
ー
プ

1
4
:3

0
～

1
6
:0

0

燃
ゆ
る
感

動
か
ご
し
ま
大

会
　
公

式
練

習
コ
ー
ト
割

（
一

般
卓

球
）

鹿 児 島 県

鹿 児 島 県

鹿 児 島 県

鹿 児 島 県

熊 本 県

熊 本 市

山 口 県

茨 城 県

茨 城 県

愛 知 県

神 戸 市

兵 庫 県

兵 庫 県

滋 賀 県

香 川 県

徳 島 県

愛 知 県

秋 田 県

名 古 屋 市

青 森 県

東 京 都

東 京 都

東 京 都

東 京 都

北 海 道

福 岡 県

宮 城 県

仙 台 市

愛 媛 県

岩 手 県

沖 縄 県

大 分 県

京 都 府

京 都 市

長 崎 県

宮 崎 県

静 岡 県

静 岡 市

浜 松 市

岐 阜 県

長 野 県

川 崎 市

鳥 取 県

山 形 県

石 川 県

群 馬 県

福 岡 市

北 九 州 市

佐 賀 県

佐 賀 県

島 根 県

神 奈 川 県

相 模 原 市

神 奈 川 県

相 模 原 市

北 海 道

札 幌 市

栃 木 県

埼 玉 県

埼 玉 県

さ い た ま 市

大 阪 府

大 阪 府

大 阪 市

堺 市

三 重 県

千 葉 県

横 浜 市

岡 山 県

岡 山 市

新 潟 県

新 潟 市

福 島 県

栃 木 県

高 知 県

和 歌 山 県

奈 良 県

千 葉 県

千 葉 市

広 島 県

広 島 市

福 井 県

富 山 県

山 梨 県
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Ａ
Ｂ

Ｃ
Ａ

Ｂ
Ｃ

鹿
児
島

県
○

岩
手
県

○

鹿
児
島

県
○

宮
城
県

○

鹿
児
島

県
○

岡
山
県

○

鹿
児
島

県
○

△
愛

媛
県

○
△

鹿
児
島

県
○

△
沖

縄
県

○

山
口

県
○

△
横

浜
市

○

茨
城

県
○

神
奈

川
県

○

兵
庫

県
○

大
分
県

○

徳
島

県
○

仙
台
市

○

熊
本

県
○

新
潟
市

○

秋
田

県
○

福
島
県

○

愛
知

県
○

栃
木
県

○

名
古
屋

市
○

佐
賀
県

○

熊
本

市
○

埼
玉
県

○

東
京

都
○

富
山
県

○

東
京

都
○

△
大

阪
府

○

東
京

都
○

△
大

阪
市

○
△

岐
阜

県
○

埼
玉
県

△
○

静
岡

県
○

△
福

井
県

○

北
九
州

市
○

広
島
県

○

石
川

県
○

千
葉
市

○

鳥
取

県
○

千
葉
県

○

宮
崎

県
○

山
梨
県

○

札
幌

市
○

三
重
県

○

北
海

道
○

さ
い

た
ま
市

○

北
海

道
△

○

山
形

県
○

福
岡

県
○

※
　
Ｓ
Ｔ

Ｔ
公

式
練

習
に

係
る

注
意

事
項

・
「

○
」

に
該

当
す

る
選

手
は

，
公

式
練

習
開

始
後

8
0
分

ま
で

が
練

習
時

間
と

な
り

ま
す

。
・

伊
藤

 
雅

彦

宮
澤

 
三

夫

松
本

 
悠

生

Ｄ
グ
ル
ー
プ

1
4
：
3
0
～
1
6
：
0
0

※
練
習
時
間
は

　
8
0
分
で
す
。

丸
山

 
恵

美
子

徳
市

 
和

美

石
倉

 
美

栄
子

山
口

 
恵

美

小
川

 
和

幸

源
 
 
代

志

本
村

 
聖

一

江
本

 
善

德

町
山

 
長

平

楠
 
光

翔

Ｃ
グ
ル
ー
プ

1
3
：
0
0
～
1
4
：
3
0

※
練
習
時
間
は

　
8
0
分
で
す
。

田
村

 
菊

代

南
 
伸

子

林
田

 
一

美

髙
橋

 
桜

流

伊
良

波
 
克

子

石
井

 
登

美
子

飯
野

 
定

良

幸
 
和

久

Ｂ
グ
ル
ー
プ

1
0
：

3
0
～
1
2
：
0
0

※
練

習
時
間
は

　
8
0
分
で
す
。

Ａ
グ
ル
ー
プ

9
：

0
0
～
1
0
：
3
0

※
練

習
時
間
は

　
8
0
分
で
す
。

増
井
 
貴
久
美

杉
山
 
実
加

春
田
 
ゆ
か
り

中
宮
 
恵
子

佐
藤

 
英

二

井
上

 
博

徳

澤
栗

 
昭

男

櫻
井

 
亜

叶

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
　
公
式
練
習
コ
ー
ト
割
（
Ｓ
Ｔ
Ｔ
）

三
浦
 
光
聖

中
原
 
浩
二

川
野
 
健
一

鳥
羽
 
晶
幸

宮
里
 
正
二

外
薗
 
徳
子

外
園
 
健
次

赤
塚
 
良
雄

横
畑
 
奈
美

額
賀
 
勝
彦

山
本
 
純
次

八
百
原
 
義
正

菊
池
 
悦
子

村
山
 
真
人

「
○

，
△

」
に

該
当

す
る

選
手

は
，

公
式

練
習

開
始

後
か

ら
7
0
分

ま
で

は
「

○
」

の
コ

ー
ト

，
8
0
分

後
か

ら
終
了
時
刻
ま
で
は
「
△
」
の
コ
ー
ト
で
練
習
し
て
く
だ
さ

い
。

グ
ル
ー

プ
選
手
団

名
氏
　
　
名

コ
ー
ト

グ
ル
ー

プ
選

手
団
名

氏
　

　
名

コ
ー

ト

石
原
 
吉
朗

藤
原
 
弘
敏

藤
原
 
正
男

臼
井
 
克
巳

木
村
 
祐
子

岡
田
 
昌
也

松
村
 
真
人

穴
原
 
正
子

中
里
 
聡

中
田
 
雄
大

-
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○ 対象：車いす，ＳＴＴ以外の選手，選手団役員，選手団付実施本部員・サポートボランティア

選手団名 配席数 選手団名 配席数 選手団名 配席数 選手団名 配席数 選手団名 配席数 選手団名 配席数

Ａ 鹿児島県 36 大分県 12

Ｂ 長崎県 11 熊本県 9 宮崎県 13 沖縄県 14

Ｃ 熊本市 6 高知県 8 愛媛県 13 香川県 9 徳島県 11

Ｄ 福岡県 15 福岡市 6 北九州市 5 佐賀県 20

Ｅ 山口県 10 広島県 10 広島市 8 岡山市 6 鳥取県 7 奈良県 7

Ｆ 京都府 6 京都市 7 岡山県 8 愛知県 16 名古屋市 11

Ｇ 長野県 11 滋賀県 10 島根県 11

Ｈ 兵庫県 15 神戸市 11 和歌山県 10

Ｉ 大阪府 20 大阪市 12 堺市 10

Ｊ 山梨県 4 岐阜県 13 静岡県 7 静岡市 5 浜松市 5 三重県 13

Ｋ 新潟県 10 新潟市 9 富山県 9 石川県 10 福井県 8

Ｌ 東京都 32 福島県 11

Ｍ 神奈川県 14 横浜市 13 川崎市 9 相模原市 7

Ｎ 千葉県 18 千葉市 8 埼玉県 22

Ｏ さいたま市 10 栃木県 21 茨城県 17

Ｐ 群馬県 8 宮城県 7 仙台市 11 岩手県 11 秋田県 9

Ｑ 北海道 15 札幌市 13 青森県 12 山形 7

メインアリーナ２階選手控所割振り

メインアリーナ２階

選手控所配席図
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主
催
者
処
理
覧 

審判長 

 

 

選 手 棄 権 届 

 

令和  年  月  日 

（時刻   ：   ） 

 

特別全国障害者スポーツ大会 卓球競技審判長  様 

 

 

所  属  名                

氏    名                

連  絡  先                

選手との関係                

              （届出人が棄権者本人でない場合） 

 

 次の選手は，下記のとおり試合を棄権しますので届け出ます。 

ゼッケン番号 

（ブロックＮＯ） 

 

（          ） 

選 手 名  

棄権する試合 

 １ 次の試合以降，すべての試合を棄権する。 

 ２ 試合番号［      ］の試合のみ棄権する。 

 ３ その他（                 ） 

備    考 
 

 

 

（様式１） 
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下
記

の
ラ

ケ
ッ

ト
の

使
用

許
可

を
申

請
し

ま
す

。
　

　
下

記
の

ラ
ケ

ッ
ト

の
使

用
を

許
可

し
ま

す
。

ラ
ケ

ッ
ト

使
用

許
可

申
請
書

ラ
ケ

ッ
ト

使
用

許
可
証

男
　

子
　 　

選
手

団
名

申
請

者
名

選
手

団
名

申
請

者
名

女
　

子
　

男
　

子

女
　

子

製
　

　
品

　
　

名
メ

ー
カ

ー
名

審
判

長
審

判
長

申
請

日
：

令
和

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

特
別

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会

燃
ゆ

る
感

動
か

ご
し

ま
大

会
（

卓
球

競
技

）

特
別

全
国

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
大

会

燃
ゆ

る
感

動
か

ご
し

ま
大

会
（

卓
球

競
技

）

申
請

日
：

令
和

　
　

　
年

　
　

　
月

　
　

　
日

・
こ

の
ラ

ケ
ッ

ト
の

使
用

許
可

書
は

，
大

会
期

間
中

紛
失

し
な

い
よ

う
に

　
携

帯
し

て
く

だ
さ

い
。

・
試

合
開

始
前

の
主

審
に

よ
る

チ
ェ

ッ
ク

の
際

に
は

，
ラ

ケ
ッ

ト
と

一
緒

に
　

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

製
　

　
品

　
　

名
メ

ー
カ

ー
名

ラ
ケ

ッ
ト

ラ
ケ

ッ
ト

（
様
式
２
）
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主
催
者
処
理
覧 

審判長 

 

 

服 装 緩 和 措 置 申 請 書 

 

令和  年  月  日 

 

特別全国障害者スポーツ大会 卓球競技審判長  様 

 

選 手 名                

ゼッケン番号                

ブロック №                

連 絡 先                

 

 私は，下記の理由により，競技規則に定められた競技用の服装を着用することがで

きませんので，緩和措置を講じていただきますよう申請します。 

 

記 

 

１ 障害の程度による（具体的な理由を記入してください） 

 

 

 

 

２ その他（具体的な理由を記入してください） 

（様式３） 
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主
催
者
処
理
欄 

審 判 長 

 

 

 

サ ― ビ ス 緩 和 措 置 申 請 書 

 

                        令和  年  月  日 

 

特別全国障害者スポーツ大会 卓球競技審判長  様 

 

                  選  手  名               

                  ゼッケン番号               

                  ブ ロ ッ ク №                 

                  連  絡  先               

 

 私は，下記の理由により，競技規則に定められたサービスをすることができ

ませんので，緩和措置を講じていただきますよう申請します。 

 

記 

 

１ 障害の程度による（具体的な理由を記入してください） 

 

 

 

 

２ その他（具体的な理由を記入してください） 

（様式４） 
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主
催
者
処
理
覧 

審判長 

 

介 助 者 同 行 申 請 書 

 

                           令和  年  月  日 

 

特別全国障害者スポーツ大会 卓球競技審判長  様 

 

                  選 手 名             

                  ゼッケン番号             

                  ブロック№             

 

 下記のとおり，介助者の同行を申請します。 

 

記 

 

１ 介助が必要な理由 

 

 

 

２ 介助が必要な試合 

 ① 第   コート 第   試合 

 ② 第   コート 第   試合 

 ③ 第   コート 第   試合 

 

 ※ 介助が必要な場合は，受付時に提出してください。 

   （参加申込の際申告された場合は提出不要） 

 ※ 介助者は，競技中に選手にアドバイスすることは認められていません。 

（ただし，聴覚障害区分選手の手話通訳者は通訳介助を行える） 

（様式５） 

-
 
21

 
-


